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［外国語］

グローバル社会において，自分の考えを英語で発信できる生徒の育成
－コミュニケーションを図る資質・能力をはぐくむ第２学年＂There is/areの文＂の実践－

藤巻　洋生＊

１　主題設定の理由
　平成29年３月に次期学習指導要領が告示され，育成を目指す資質・能力として「知識及び技能」の習得，「思考力，判
断力，表現力等」の育成，「学びに向かう力，人間性等」の涵養という三つの柱が整理され，各教科等の目標や内容につ
いても，この三つの柱に基づく再整理を図る提言がなされた。また，その育成に当たって，「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善が求められることとなった。中学校外国語科においても，急速なグローバル化に対応でき
るコミュニケーション能力を備えた人材を三つの柱となる資質・能力の観点から育成していくことが必要となってくる。
　しかし，平成28年に出された文部科学省の外国語ワーキンググループにおける審議のとりまとめでは，「中・高等学
校においては，文法・語彙等の知識がどれだけ身に付いたかという点に重点が置かれ，外国語によるコミュニケーショ
ン能力の育成を意識した取組，特に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が十分に行われていないことや，習
得した知識や経験を生かし，意識した言語活動が十分ではないこと，読んだことについて意見を述べ合うなど，複数の
領域を統合した言語活動が十分に行われていないことなどの課題がある。」とされている。
　もちろん教科書には発展的・統合的な活動が用意されており，各レッスン等の最後に載せているものも多い。しかし，
その発展的課題は，生徒の実態に即していなかったり，学習の自然な流れに沿った活動でなかったりすることがあり，
教科書通りに指導を進めていても，生徒にとって知識や経験を生かしたコミュニケーション活動にならないのが実際で
あると考える。
　このような考えを踏まえ，次期学習指導要領の「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人
間性等」の３つの資質・能力の育成に向けて，生徒の学びの文脈に即しながら英語を使う必然性のある活動を設定する
ことが必要だと考えた。そして，その３つの資質・能力を，実践単元「お気に入りの場所を留学生に紹介しよう」に整
合するよう，３の（2）で示すように具体化して意図的に育む場を設けた。また，その資質・能力の育成に当たっては，
単元構成の工夫として，次の３つの場面を設定した。
　１つ目は，生徒にとって身近なことや親しみのあるものを紹介し合う場面。２つ目は，教科書以外のテクストや情報
を用いて多様な文化や価値観に着目させたり，自分と世界を関連付けさせたりする場面。３つ目は，留学生との交流に
より必然的に英語を話す場面を設定することである。なお，留学生の招致については，本校におけるグローバル人材育
成プロジェクトの一貫として，月に一度外国人留学生を招いて英語科を中心として行っている交流活動を用いたもので
ある。平成26年９月から交流活動をはじめ，今では世界18カ国，延べ100人ほどの留学生と交流を行っている。
　これらの活動を授業の中で意図的に仕組むことによって３つの資質・能力の育んでいきたいと考え，上記主題設定を
行った。
　
２　研究の目的

３　研究の方法と内容
　⑴　単元名　中学校２学年「お気に入りの場所を留学生に紹介しよう」　
　　　　　　　関連教材　New Crown English Series2, Lesson 4＂sushi＂　

＊新潟大学教育学部附属長岡中学校

　単元構成を工夫し，生徒にとって身近なことや親しみのあるものを紹介し合う場面，教科書以外のテクストや情
報を用いて多様な文化や価値観に着目させたり，自分と世界を関連付けさせたりする場面，留学生との交流により
必然的に英語を話す場面を設定することで，「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人
間性等」の３つの資質・能力を育むとともにその効果を検証する。
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　⑵　今回の実践で身に付けさせたい資質・能力

　⑶　単元の目標
〇There is/areの文構造や意味を理解し，様々な場面や状況に応じて活用することができる。
〇自分の住んでいる地域のお気に入りの場所や事物を留学生に紹介することをとおして，身近な暮らしにかかわるこ

とを表現したり，即興的にやりとりしたりすることができる。

　⑷　単元の指導計画

資質・能力 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

中２・本単元

There is /are の基本的な文構造
や意味を理解し，活用できる知
識・技能を身に付ける

相手を意識して自分のお気に入り
の場所を表現したり，相手の話に
応じて即興的に考えを伝えあった
りすることができる

自分と世界や他者をつなぐために，
英語で主体的に伝え合ったり，英
語を学んだりしていく

次 学習内容 ○学習課題と・子供の学びの姿 ◇教師の手だて

・ガイダンス ○今まで習ってきた中で「～がある。」の言い方について
確認しよう。

○本単元の目標を理解し，学習の見通しをもとう。

◇ワークシートで既習の内容を整理
する。

１ ・存在を表現する新し
い表現を学ぼう

　（２時間）

○There is/areの表現を使う場面と，意味を理解しよう。
・“There is/are 　 ….”は，「新情報が…にある。」という

ことを説明するときに使う表現だと理解する。
○友達とお互いの身近な場所について聞き合おう。
・言語活動を通して表現力を身に付ける。

◇親しみやすいクイズから新出事項
を導入し，その後に意味や文構造
を説明する。

◇統合的なタスクを用いて，技能を
高めていくようにする。

・情報の紹介の仕方を
学ぼう①②③

　（３時間）

○教科書本文の内容から紹介の方法を学習しよう。
・町にあるものを紹介する方法を学ぶ。
・自分の好きなものを具体的に紹介する方法を学ぶ。
・身近な事柄について例示をまじえて，相手にわかりや

すく説明する方法を学ぶ。

◇教科書本文の学習もタスクとして
とらえ，何を学ぶかを明確にして
活動に取り組む。そして，留学生
との交流という最終タスクに向け
て練習を重ねる。

２ ・他の国の様子につい
て学ぼう

　（１時間）

○教科書本文以外の表現から，国の紹介の表現を学ぼう。
・ALTの先生について，出身国の紹介クイズに取り組む。
・There is/areの表現が本の中でどのように使われてい

るのかを学ぶ。また，紹介する際にどのように写真を
提示しているのかを学ぶ。

◇実際にある国や地域を紹介すると
きにどのような表現が用いられて
いるかについて参考になる資料を
提示する。

３ ・留学生と交流しよう
　（３時間）

○留学生との会話に向けて今まで学んだことを整理しよ
う。準備①

・自分が紹介したい場所について英文を作成する。
・必要な写真等を用意し，より分かりやすい紹介にする。
○リハーサルをしよう。準備②
・実際に友達に伝わるか練習を行う。

◇英語だけだと情報を明確に伝えに
くいので写真などの補助資料を準
備する。また，クラスの友達とリ
ハーサルを行い，意見やアドバイ
スをし合う。

○留学生と交流しよう。
・学んできたことを生かし，留学生に自分のお気に入り

の場所を伝えたり，相手のことを聞いたりしよう。

◇生活班である４人班をつくり，そ
れぞれの班で留学生（５人来校）
と10分程度は交流できる場を設定
する。

４ ・単元を振り返ろう
　（１時間）

○留学生との交流を振り返ろう。
○単元の内容を振り返り，今後の目標や課題をもとう。

◇単元の学習のまとめを行い，学習
内容を確認する。
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　⑸　対象学級　　〇中学校２学年生徒（１学級分）　男子17名　女子23名　計40名
　⑹　分析方法　　〇事前事後アンケート及び振り返りの自由記述の分析

４　生徒の学びの様子
　＊ガイダンス
　本単元では，There is/are ～. の文が導入される。「～がある／いる」という言い方については，非常に基本的なフ
レーズであるため，既習事項を活用して表現できる部分は多い。既習の内容を整理するところからはじめ，新出事項の
導入の下地を作ることとした。以下のような日本語について，英訳するワークシートを作成し，今まで学習したことで
述べられる言い方について確認を行った（％は生徒の正答率）。
　　I have a sister.　 ：私には姉がいる。 （85％）
　　What do you have in your bag? ：あなたはかばんの中に何がありますか。 （64％）
　　Where is my bag?  - It is on the desk. ：それは机の上にある。 （76％）
　　Your pen is under the chair. ：あなたのペンが椅子の下にあります。 （67％）　
　　My sister is in Tokyo. ：私の姉は東京にいます。 （73％）
　　I was in Nagaoka.  ：私は長岡にいました。 （59％）
　　Were you at school yesterday? ：あなたは学校にいましたか。 （56％）
　今まで習ってきた「～がある／いる」という表現であるが，うまく解答できない生徒もいた。解答後のアンケートの
中で，「aやtheを付けるかどうかや，haveやbe動詞の使い分けがよく分からない」「たくさんある言い方の中で，どう
いう言い方をすればいいのかがあいまいで難しい」という感想が出された。解答後説明を行い，今後の学習に関連する
部分であることを伝えた。また，「お気に入りの場所を紹介することができるようになる」という本単元の目標につい
て示した。
　このように既習事項を確認し，単元の目標を提示することで，生徒が「新しく習う表現との使い分けをしっかりとし
ていきたい」や「単元の目標を達成したい」という意識や願いを，単元全体を通じて持ち続けることにつながった。

　⑴　１次（１～５時間目まで）　
　There is / areの文の導入を行った。はじめに，目標文を使って，都市当てクイズ(図１)を行った。ヒントを一文ず
つ読み上げ，世界各国の都市を推測するものである。班対抗で行い，正解した後は，その都市についての写真をスライ
ドショーで確認した。この後，どういう場面でThere is /areが使われていて，どんな意味か，またその文構造につい
て確認と説明を行った。新しい情報について聞き手に伝えるという役割について，クイズを通して楽しみながら導入す
ることで，自然な導入になったと考える。また世界各国の都市を導入に使うことで，英語を使う必然性が感じられるも
のになった。

図１　都市当てクイズの例
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　その後の時間では，There is/areを用いた言語活動を行っ
た。目標文を使って，友達の家の周りにどんなコンビニエン
スストアーやスーパー，またはおすすめの場所があるかを聞
き合うものである（図２）。生徒にとって身近な情報を交換
し合うことで，意味のあるやり取りを行うことができた。ま
た，目標文のやり取りに追加して既習事項を用いて情報のや
りとりを行うことで，即興的なやり取りを部分的に行うこと
ができた。また，聞いた内容を英語にして書く活動につなげ
ることで，統合的な活動になったと考える。
　そして，今後この表現を使って留学生と交流する時間があ
ることを，この時間の最後に伝えた。ある生徒の感想で
「There ～ の文の使い方が分かったので，留学生が来る時
に役立てたい」とあり，その後の活動に向けて前向きに学習
に取り組んでいこうとする生徒も見られた。
　その後，この単元に関連する教科書本文の学習を行った。
習ったことを生かして，内容理解につなげるとともに，実際
の文や対話において，どんな状況でどのように使われている
かを学ぶことができた。

　⑵　２次（６時間目）　ＡＬＴの出身国やある国を紹介する本から生かせるものを学ぼう
　この時間はＡＬＴから，自分の出身国（カナダ）についてのクイズをThere is/are の文を混ぜながら行った（図３）。
生徒は日本とカナダとの文化の違いに興味・関心を示しながら，ク
イズに参加していた。正解がＡＬＴから示されると，驚きの声や歓
声が上がることもあり，盛り上がる活動となった。
　その後，ケニアを紹介する英語の本（図４）を読んで，どういっ
た内容が書かれているか読み取る活動を行った。ここでも日本との
違いに興味・関心を向けながら，自然とその文章の中にあるThere 
is /areの文を理解し，文章の中での使われ方に意識を向けていくこ
とにつながった。
　このように生徒にとって異文化理解を深めながら，言語材料の定
着を図る活動となった。また，自分のお気に入りの場所を紹介する
英文を作成する上でも大きな参考になったと考える。

　⑶　３次（７・８時間目）　留学生との交流の準備をしよう
　７・８時間目は，直後に迫った留学生との交流に向けて，自分の原稿を作成する時間とした。今まで学習してきたこ

図２　There is/are ～ の言語活動ワークシート

図３　ALTによるカナダクイズの例

図４　ケニアを紹介する本より
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とを生かし，自分のお気に入りの場所を留学生に紹介できるように英文を作成していった。作成した英文については，
本時には見ないで言えるようにしようと声掛けを行った。また，相手に情報を伝えやすくするためや，原稿を見ないよ
うにするために，紹介する場所の写真なども用意し，発表の質を高めていた。原稿については教員が添削を行ったあと，
本番に向けて友達とリハーサルを行うことで，内容や発音，伝え方などを確認していた。以下は生徒の考えた原稿であ
る。

　⑷　３次（９時間目）　留学生と交流しよう
　本時は生活班である４人班をつくり，それぞれの班で５名来校した留学生（国籍：フランス，マレーシア，バングラ
デシュ，中国２名）のうち２人と交流を行った（図５）。それぞれ10分程度の交流を行った。はじめは生徒からのお気
に入りの場所紹介を行い，その後留学生の方から，留学生自身の出身国のお気に入りの場所を紹介していった。生徒た
ちは，自分たちの考えてきた場所について，①内容（情報の発信と受信）②やりとり（質問や応答）③態度（アイコン
タクトや反応，笑顔等）の３つのポイントを意識して，活動に取り組んだ。交流の合間で留学生がいない時間は，班で
振り返りを行い，課題や改善点を話し合ったり，他の班の様子を観察したりして，直後の交流に生かしていた。
　次の時間に，単元の振り返りとして生徒にアンケートを行った。結果は以下の通りである。
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図５　留学生との交流の様子

③他の人や国を理解するために，英語を学んだり使っ
　たりしていきたいという気持ちは高まったか。

②「～がある。いる。」の表現について
　即興的に会話で使うことができるか。

①「～がある。いる。」の表現について
　理解して使うことができるか。
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５　考察
　⑴　There is /are の基本的な文構造や意味を理解し，活用できる知識・技能を身に付ける
　４の（1）で示したワークシートから，There is /are ～の文の理解し，活用につなげていた様子が伺える。また，そ
の授業後の振り返り用紙では「友達の好きな場所や，近くにあるものが知れて良かった。」「There (is/are）で話すこ
とができて良かった。」「There is/areの後に，新情報がくるということが分かった。」とのコメントが見られた。単元
終末時のアンケートについても，『「～がある。いる。」の表現について理解して使うことができるか。」』の質問に対し
て，「できる」「だいたいできる」の肯定的評価が98％であった。これらのことから，この資質・能力は育まれたと考え
る。
⑵　相手を意識して自分のお気に入りの場所を表現したり相手の話に応じて即興的に考えを伝えあったりすることが
できる

　留学生に地元のお気に入りの場所を紹介しようという課題に対して，自分で文章を書き，できる限り英文を覚えて紹
介しようとする姿が留学生との交流中に見られた。また，『「～がある。いる。」の表現について即興的に会話で使うこ
とができるか。』については，肯定的評価が93％であった。しかし，十分できると答えている生徒はまだ少数であるこ
とから，今後も場面を捉えて指導をしていく必要がある。
　⑶　自分と世界や他者をつなぐために，英語で主体的に伝え合ったり，英語を学んだりしていく　
　留学生との交流の振り返りでは，以下のような感想が出された。

　このように，１年生の時に比べて技能等の向上を実感し，さらに前向きに学習に取り組んでいこうとする生徒の回答
が見られた。また，アンケート項目③の「他の人や国を理解するために，英語を学んだり使ったりしていきたいという
気持ちは高まったか。」という質問に対しても，肯定的評価が95％であった。これらのことから，この資質・能力は育
まれたと考える。

６　今後の課題
　英語という道具を介して身近なことを考えたり，世界のことを考えたりしながら，他者と関わっていくことが，外国
語科の資質・能力の育成には重要だと考える。学習する言語材料や身近なトピックなどをうまく関連させながら，今後
も自分と世界と他者をつなげる単元開発を継続して行っていきたい。そして，グローバル社会の中で，英語を使って自
分を表現できる生徒を育てていきたいと考える。

７　引用・参考文献
アンバッサーゆかり『英語で学ぶ世界・ケニア編』パレードブックス，2009
上越教育大学学校教育実践研究センター『教育実践研究』第27集，2017
新潟大学教育学部附属長岡校園『新たな世界を創り出す子供をはぐくむ－「統合的な学び」の実現を通して－第１年

次』2017
樋口忠彦，緑川日出子，髙橋一幸『すぐれた英語授業実践－よりよい授業づくりのために』大修館書店，2007
松村昌紀『英語教育を知る58の鍵』大修館書店，2009
村野井仁『第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法・指導法』大修館書店，2006
文部科学省『外国語ワーキンググループにおける審議のとりまとめ』2016
文部科学省『中学校学習指導要領』2017

・留学生さんと交流してある程度聞き取ることができた。分からなくても，もう一度言ってもらったりしながらコ
ミュニケーションがとれたのでよかった。また，時間を最後まで使い会話をすることができた。今回の交流では，
１年生の頃とは違い，積極的に質問や受け答えをすることができた。

・今回の授業では１年生の時に大切にしていた，アイコンタクト，うなずく，笑顔で話すということができて良
かった。しかし，質問を受けるときに，意味が分からなくてとまどってしまう場面や，答えがあやふやになって
会話がこわれてしまう場面があったので，これからはリスニングなどの練習を行ってやりとりになれるようにし
ていきたいと感じた。

・留学生と話していると，難しく分からなくなったこともたくさんあったが，仲間と協力しながらなんとかできた
のでよかった。色んな国の人が話す英語を聞けてうれしかったし勉強になった。違う国の人と英語でつながれる
のはすばらしいことなので，もっと英語の勉強を頑張りたい。




